
佐賀県では、同和問題についての正しい理解と認識を深め、早期解決を図ることを目的に、
毎年８月を「同和問題啓発強調月間」と定め、さまざまな啓発活動を実施しています。

同和問題とは
　かつて日本の歴史の中で生み出された差別が、現代社会にいまだに残っているという問題です。特定の
地域の出身であることや、そこに住んでいるということを理由に、結婚を反対されたり、就職や日常生活
の中で差別を受けたりする日本固有の重大な人権問題です。
　同和問題を解決することは、日本国憲法が保障する「基本的人権」の実現を目指すことになるのです。

佐賀県・小城市の取り組み
　佐賀県では同和問題をはじめとする不当な差別やいじめ、プライバシーの侵害、誹謗中傷などがイン
ターネットの普及に伴い増加・悪質化している状況などを踏まえ、令和５年３月に「全ての佐賀県民が一
人一人の人権を共に認め合い、支え合う社会づくりを進める条例」が制定され、令和６年３月には「佐賀
県人権施策基本方針～人を大切に、世界に誇れる佐賀づくり～」が策定されました。
　小城市でも「思いやりの心を持ち、認め合い、笑顔が輝くまち」を目指し、県と同様に毎年８月を人権
について市民の皆さんに考えていただく期間と位置づけ、下記の講演会や映画会など、どなたでも参加で
きる啓発活動を行っています。
　未来に差別をつなげていかないために、県と市が一体となって行う８月の啓発活動を通じて、同和問題
をはじめとしたさまざまな人権問題を「自分のこと」として一緒に考えてみませんか？

人権・同和問題を考える講演会

心にひびけ！！映画会

日時　８月１日（金）
　　　14時～15時45分（開場 13時30分）
場所　ゆめぷらっと小城  ２階  天山ホール
演題　へこたれへん  ～人はきっとつながれる～
講師　松村智広さん（みえ人権教育・啓発研究会代表）

まつむらさとひろ

松村智広さん

人権・同和対策室　☎37・6136問

　親を憎み、ふるさとを恨み、そして、
自分自身をも否定して生きてきた。
その苦しみや怒り、嘆きのなかでも
「へこたれへん」かったから今がある。
実体験でのエピソードをユーモラス
に、わかりやすく、熱く語りかけます。

　この映画のテーマは“多様性の理解と
尊重”。
　夢を信じて大都会にやってきたウサギ
の新米警察官ジュディと夢を忘れたキツ
ネの詐欺師ニックが出会う。
　誰の中にも存在する差別や偏見に気付
き…どう乗り越えるか！？
　この機会にぜひご鑑賞ください！！

今年はディズニー映画

「ズートピア」を上映
します！！

ゆめぷらっと小城
８月30日
（土） ①10時～12時30分

②14時～16時30分

牛津公民館
８月31日
（日） ①10時～12時30分

②14時～16時30分

手話通訳
要約筆記あり

８月の啓発行事 参加費無料 ・事前申し込み不要です

職員採用試験
令和７年度 小城市

若干名土木Ｅ（高卒程度）
平成16年４月２日から平成20年４月１日までに
生まれた人で、学校教育法に基づく高等学校等
の「土木科」あるいはそれに相当する学部、学科
を卒業した人または令和８年３月までに卒業見
込みの人

若干名土木Ｆ（大卒程度）
平成８年４月２日から平成16年４月１日までに生まれた
人で、学校教育法に基づく大学（短期大学を除く）または
これと同等と認める大学等において、「土木科」あるいは
それに相当する学部、学科を卒業した人または令和８年
３月までに卒業見込みの人

若干名一般事務Ｄ（障がい者）
次の①～②の全てに該当する人
①身体障害者手帳、療育手帳、精神障害者保健福祉手帳
などの交付を受けている人
　※その他、詳細は、試験実施要領をご確認ください。
②活字印刷文による出題および口頭による面接試験に対
応可能な人

一般事務Ｂ（大卒程度）
平成８年４月２日から平成16年４月１日までに生
まれた人

若干名

一般事務Ｈ（自己推薦枠）
昭和55年４月２日以降に生まれた人で、次の要件
のいずれかを満たす人
①地域おこし協力隊の隊員として、３年以上の活動
経験を有する人
②文化・芸術・スポーツの分野において、顕著な成
績を有する人
③長期の海外ボランティア（国際貢献等）としての
活動経験を有する人
④複数の言語を話せるなど語学が堪能な人
⑤高度なICT能力を市政に活かせる人

若干名

一般採用試験
教養試験（筆記試験）による１次選考
と　　き　９月21日（日）9時30分集合
と こ ろ　佐賀県立佐賀工業高等学校
申込期間　７月14日（月）8時30分～８月18日（月）17時

一般事務Ａ（高卒程度）
平成16年４月２日から平成20年４月１日までに
生まれた人

若干名

・第２次試験 ……… 10月中
・第３次試験 ……… 11月上旬
・最終合格者発表 … 11月中旬

総務課　☎37・6112問 申

たくさんの

ご応募お待ちしています！

I 
LO

VE
 OG

I

　令和８年度採用の小城市職員を募集します。インターネットによる申込と
なりますので、時間に余裕をもってお申し込みください。

小城市職員採用 検索

詳細は、市ホームページ
をご覧ください。

※一般事務の試験の高卒程度・大卒程度とは、試験の内容の程度であり、原則として学歴を問うものではありません。

今後の
スケジュール
（予定）

一般事務Ｇ（社会人経験枠）
昭和55年４月２日から平成８年４月１日までに生まれた
人で、民間企業など（国の機関または地方公共団体の機
関を含む）における職務経験が通算して５年以上ある人
（令和７年４月１日現在）

若干名

申込期間　８月１日（金）8時30分～９月１日（月）17時

自己アピール試験 書類選考による
１次選考

※保健師の採用試験は、８月１日以降、市ホームページにてお知らせします。
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お知らせ

地
域
を
支
え
る

民
生
委
員
・
児
童
委
員

民
生
委
員
・
児
童
委
員
と
は
？

　
自
治
会
な
ど
、
地
域
か
ら
推
薦
さ
れ
、
厚
生
労

働
大
臣
か
ら
委
嘱
さ
れ
た
特
別
職
の
地
方
公
務
員

で
す
。
任
期
は
３
年
間
で
、
無
報
酬
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
と
し
て
活
動
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
地
域
住
民
の
見
守
り
を
行
っ
た
り
、相
談
を
受

け
た
り
す
る
な
ど
、生
活
や
福
祉
全
般
の
支
援
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
民
生
委
員
は
児
童
委
員
を
兼
ね
て
お

り
、
子
ど
も
と
そ
の
家
庭
の
見
守
り
や
支
援
な
ど

に
も
努
め
て
い
ま
す
。

　
高
齢
者
や
障
が
い
者
、
子
育
て
中
の
人
、
介
護

を
し
て
い
る
人
な
ど
が
悩
み
を
抱
え
て
い
る
と
き

や
災
害
時
な
ど
に
頼
り
に
な
る
の
が
身
近
な
地
域

で
の
支
え
合
い
で
す
。
少
子
高
齢
化
や
核
家
族
化

が
進
む
中
、
地
域
で
の
支
え
合
い
が
ま
す
ま
す
大

切
に
な
り
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
民
生
委
員
・
児
童
委
員
お
よ
び
主
任

児
童
委
員
が
「
身
近
な
相
談
相
手
」「
見
守
り
役
」

「
専
門
機
関
へ
の
つ
な
ぎ
役
」と
し
て
、
助
け
を
必

要
と
し
て
い
る
住
民
の
相
談
に
乗
る
な
ど
、
誰
も

が
安
心
し
て
生
活
で
き
る
よ
う
必
要
な
支
援
に
つ

な
げ
ま
す
。

地
域
で
暮
ら
す
皆
さ
ん
の
頼
れ
る
「
見
守
り
役
」「
相
談
相
手
」

◆地域住民が抱える悩み事や心配事の相談に乗り、必要に応じて関係機関へ
つなぐとともに、福祉サービスなどの情報を提供。
◆高齢者の安否確認や見守りのための訪問活動。

◆地域住民が抱える悩み事や心配事の相談に乗り、必要に応じて関係機関へ
つなぐとともに、福祉サービスなどの情報を提供。
◆高齢者の安否確認や見守りのための訪問活動。

◆災害時には、避難支援者に連絡を取り、避難行動要支援者の支援を依頼。◆災害時には、避難支援者に連絡を取り、避難行動要支援者の支援を依頼。

◆子どもの登下校時の見守りや声かけ。
◆地域行事や学校行事などに参加し、地域住民と交流。
◆子どもの登下校時の見守りや声かけ。
◆地域行事や学校行事などに参加し、地域住民と交流。

民生委員・児童委員証明書
担当市町    地区

氏名

上記の者は、民生委員法及び児童福祉法

第 16 条に規定する民生委員・児童委員

であることを証明します。

（有効期限 令和◯◯年 11 月 30 日）

佐賀県知事 佐　賀　太　郎

令和 ◯◯ 年 12 月1日交付

見本

安
全
で
適
切
な
活
動
の
た
め

「
民
生
委
員
・
児
童
委
員
証
明
書
」

を
携
帯
し
て
い
ま
す
。

民生委員・児童委員に気軽にご相談ください

健康福祉課　☎37・6106問

民生委員・児童委員には守秘義務があり、相談内容が他人に漏れる
ことはありません。日常生活に関することなどでご相談があれば、
気軽にお尋ねください。

令
和
７
年
は

３
年
に
一
度
の
改
選
の
年
で
す

　
令
和
７
年
11
月
30
日
を
も
っ
て

現
在
の
民
生
委
員
・
児
童
委
員
の

任
期
（
３
年
間
）
が
満
了
し
、
12

月
１
日
付
で
一
斉
改
選
が
行
わ
れ

ま
す
。

住民の
相談・支援活動

関係機関・団体
との連携

地域福祉活動
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お知らせ

　
固
定
資
産
税
は
、
毎
年
１
月
１

日
現
在
の
土
地
・
家
屋
・
償
却
資

産
の
所
有
者
に
対
し
て
課
税
さ
れ

ま
す
。

　
登
記
さ
れ
て
い
る
建
物
を
取
り

壊
し
（
解と
き
家や

）
し
た
場
合
は
、
法

務
局
に
建
物
滅
失
登
記
の
申
請
を

行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　
建
物
滅
失
登
記
を
さ
れ
な
い
場

合
や
未
登
記
の
家
屋
を
解
家
し
た

場
合
は
、
税
務
課
資
産
税
係
に
取

り
壊
し
（
解
家
）
の
届
出
を
お
願

い
し
ま
す
。届
出
が
な
い
場
合
は
、

引
き
続
き
所
有
し
て
い
る
も
の
と

し
て
課
税
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。

　
「
家
屋
解
家
届
出
書
」
は
、
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
で
き
ま
す
。詳

細
は
こ
ち
ら

家屋の取り壊しをされた
場合はご連絡ください

問  税務課　☎37・6103

　
小
型
充
電
式
電
池
と
は
、
小
型

で
繰
り
返
し
使
え
る
電
池
の
こ
と

を
指
し
、
二
次
電
池
と
も
い
わ
れ

て
い
ま
す
。
モ
バ
イ
ル
バ
ッ
テ

リ
ー
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
電
池

な
ど
多
く
の
製
品
で
使
用
さ
れ
て

い
ま
す
。

　
小
型
充
電
式
電
池
の
処
分
の
際

に
、
燃
え
る
ご
み
で
出
し
て
し
ま

う
と
、
収
集
時
や
破
砕
処
理
時
の

衝
撃
に
よ
り
発
熱
・
発
火
し
、
ご

み
収
集
車
や
処
理
施
設
内
で
の
火

災
に
つ
な
が
り
ま
す
。
近
年
そ
の

よ
う
な
火
災
が
全
国
で
多
く
発
生

し
て
い
ま
す
の
で
、
絶
対
に
入
れ

な
い
で
く
だ
さ
い
。

　
小
型
充
電
式
電
池
の
処
分
に
つ

い
て
は
、
市
役
所
や
公
民
館
に
設

置
し
て
い
る
回
収
ボ
ッ
ク
ス
も
し

く
は
資
源
物
回
収
所
へ
お
持
ち
込

み
く
だ
さ
い
。

リチウムイオン電池などの小型充電
式電池の処分にご注意ください

問  環境課　☎37・6102

お盆期間の「ごみ収集・し尿汲み取り」のお知らせ
問  廃棄物中継センター　☎37・6145／環境課　☎37・6102

区分 収集地区・場所など
８月

6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17
水 木 金 土 日 月・祝 火 水 木 金 土 日

燃えるごみ
収集

月・木曜日地区 ○○ ○○ ○○
火・金曜日地区 ○○ ○○ ○○

水曜日地区 ○○ ○○

資源物収集 市内全域 紙類・
硬プラ

容器包装
プラ

ごみ・資源物の
直接持込

市内
全域

廃棄物中継センター
☎37・6145

○○
８:30〜16:00

○○
８:30〜
12:00

休
み
休
み

○○
８:30〜16:00

○○
８:30〜
12:00

休休
みみ

資源物の
直接持込

北部資源物回収所
（小城消防署北分署 南側敷地内） 休

み
休
み

○○
9:00〜16:00

休
み
休
み

○○
9:00

〜

12:00

休休
みみ

○○
9:00

〜

16:00
休み休み

○○
9:00

〜

12:00
南部資源物回収所
（牛津公民館北）

し尿
汲み取り

【小城町、三日月町の一部】
㈲小城新生興業社　（☎72・３０９１）

○○ ○○ ○○ 休み休み ○○

休休
みみ 休み休み【牛津町、芦刈町】

㈲天山環境開発工業（☎６６・１３５６）
【三日月町の一部】

ヤマトカンキョウ㈱（☎６２・００５９） ○○

※�し尿汲み取りは、お住まいの地区の許可業者に直接お申し込みください。� ○ ○ …  収集有り、持込可／休み・空欄  …  収集無し、持込不可
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お知らせ

入
居
予
備
者
募
集
団
地

　
小
城
団
地

　
「
通
称 

ホ
タ
ル
団
地
」

　
（�

小
城
町 

３
Ｌ
Ｄ
Ｋ
・
２
Ｌ
Ｄ
Ｋ
）

※�

県
営
住
宅
条
例
に
定
め
る
入
居
資

格
が
必
要
で
す
。

資
料
お
よ
び
申
請
書
配
布
期
間

　

�

９
月
１
日
㈪
〜
１０
日
㈬

　
（�

９
月
６
日
㈯
を
除
く
）

資
料
お
よ
び
申
請
書
配
布
場
所

・
株
式
会
社
マ
ベ
ッ
ク

　
佐
賀
管
理
室

※�

市
で
も
若
干
部
数
準
備
し
て
い
ま

す
。

・
定
住
推
進
課

　
（
平
日
の
み
）

・
市
民
課
各
出
張
所
窓
口

　
（
平
日
の
み
）

受
付
期
間

　
９
月
４
日
㈭
～
１０
日
㈬

　
９
時
〜
１８
時

　
（
９
月
６
日
㈯
を
除
く
）

受
付
場
所
・
問
い
合
わ
せ
先

佐
賀
市
八
丁
畷
町
８
番
１
号

（
佐
賀
総
合
庁
舎
別
館
） 

佐
賀
県
営
住
宅
指
定
管
理
者

株
式
会
社
マ
ベ
ッ
ク　

佐
賀
管
理
室

（
時
間 

９
時
～
１８
時
）

☎
２０
・
２
５
０
０

入
居
予
備
者
登
録
有
効
期
限

　
次
回
の
募
集
に
伴
う
受
付
開
始
日

の
前
日

令和７年度 県営住宅入居予備者を募集します
問  定住推進課　☎３７・６１５０

◀
県
営
小
城
団
地
（
小
城
町
）

　
ご
自
宅
ま
で
担
当
者
が
出
張
し
、

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
申
請
を
受
付

け
ま
す
。
カ
ー
ド
申
請
用
の
顔
写
真

撮
影
も
無
料
で
行
い
ま
す
。
必
要
な

本
人
確
認
書
類
が
揃
え
ば
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
を
自
宅
で
受
け
取
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ

さ
い
。（
簡
易
書
留・転
送
不
可
郵
便
）

利
用
で
き
る
人

・
６５
歳
以
上
の
人

・�

病
気
や
障
が
い
な
ど
の
理
由
に
よ

り
、
外
出
す
る
こ
と
が
困
難
な
人

※�

１５
歳
未
満
の
人
ま
た
は
成
年
被
後

見
人
に
は
、
法
定
代
理
人
（
親
権

者
・
成
年
後
見
人
）
が
必
ず
同
席

し
て
く
だ
さ
い
。

※�

介
護
が
必
要
な
人
に
は
、
介
助
者

の
同
席
を
お
願
い
し
ま
す
。

利
用
方
法
（
１
日
２
組
限
定
）

　
実
施
希
望
日
の
２
週
間
前
ま
で
に

市
民
課
へ
電
話
予
約
を
し
て
く
だ
さ

い
。

・�

訪
問
日

　
火
曜
日
・
水
曜
日
・
木
曜
日

　
（
祝
日
、
年
末
年
始
を
除
く
）

・
訪
問
時
間

　
（
①
か
②
よ
り
時
刻
を
指
定
）

①
９
時
３０
分
〜
11
時

②
１４
時
３０
分
〜
15
時
30
分

※�

他
の
予
約
状
況
に
よ
り
ご
希
望
に

沿
え
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

本
人
確
認
書
類
に
つ
い
て

A �

官
公
署
発
行
の
顔
写
真
付
き 

本
人
確
認
書
類

　

�

運
転
免
許
証
、
パ
ス
ポ
ー
ト
、
障

害
者
手
帳
、
在
留
カ
ー
ド
、
特
別

永
住
者
証
明
書
な
ど

B �「
氏
名
・
住
所
」ま
た
は「
氏
名
・ 

生
年
月
日
」が
記
載
さ
れ
た
本
人 

確
認
書
類

　

�

健
康
保
険
証
、
資
格
確
認
書
、
介

護
保
険
被
保
険
者
証
、
医
療
受
給

者
証
、
保
護
証
明
書
、
学
生
証
な

ど
カ
ー
ド
の
自
宅
受
け
取
り
が
可
能
と

な
る
本
人
確
認
書
類
の
組
み
合
わ
せ

通
知
カ
ー
ド
ま
た
は
個
人
番
号
通
知

書
を
お
持
ち
の
場
合

　
A
１
点
ま
た
は
B
２
点

　
（
通
知
カ
ー
ド
は
回
収
し
ま
す
）

通
知
カ
ー
ド
ま
た
は
個
人
番
号
通
知

書
を
お
持
ち
で
な
い
場
合

　
A
２
点
ま
た
は
A
と
B
を
各
１
点

※�

右
記
以
外
の
本
人
確
認
書
類
の
組

み
合
わ
せ
の
場
合
は
、
市
民
課
窓

口
で
の
カ
ー
ド
受
け
取
り
と
な
り

ま
す
。

詳
細
は
こ
ち
ら

ご自宅へマイナンバーカードの出張申請に伺います！
問 申  市民課　☎３７・６１００
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お知らせ

65歳以上の皆さんへ　令和７年度の介護保険料が決まります
問 申  佐賀中部広域連合 業務課　☎４０・１１３５／高齢障がい支援課　☎37・6108

　
６５
歳
以
上
の
人
の
令
和
７
年
度
の

介
護
保
険
料
は
、
す
で
に
４
月
か
ら

仮
徴
収
を
し
て
い
ま
す
が
、
令
和
７

年
度
の
年
額
保
険
料
は
、
６
月
に
確

定
し
た
住
民
税
の
課
税
状
況
な
ど
を

も
と
に
決
定
し
ま
す
。
決
定
し
た
保

険
料
の
通
知
書
は
７
月
下
旬
頃
に
送

付
し
ま
す
。

　
納
め
方
は
特
別
徴
収
と
普
通
徴
収

に
分
か
れ
ま
す
。

特
別
徴
収
（
年
金
天
引
き
）

　
老
齢
・
退
職
・
障
害
・
遺
族
年
金

を
年
額
１８
万
円
以
上
受
給
さ
れ
て
い

る
人
は
、
原
則
年
金
か
ら
天
引
き
さ

れ
ま
す
。

　
４
月
、
６
月
、
８
月
の
年
金
か
ら

天
引
き
さ
れ
る
保
険
料
額
は
仮
徴
収

額
で
す
。
今
回
決
定
す
る
年
額
保
険

料
額
か
ら
仮
徴
収
額
を
差
し
引
い
た

残
り
の
金
額
を
、
１０
月
、
１２
月
、
２

月
の
３
回
に
分
け
て
年
金
か
ら
天
引

き
し
ま
す
。

　
な
お
、
新
た
に
６５
歳
に
な
ら
れ
た

人
、
佐
賀
中
部
広
域
外
か
ら
転
入
さ

れ
た
人
な
ど
は
、
約
６
カ
月
後
か
ら

年
金
天
引
き
開
始
と
な
り
ま
す
。

普
通
徴
収
（
口
座
振
替
・
納
付
書
）

　
特
別
徴
収
以
外
の
人
は
、
口
座
振

替
ま
た
は
納
付
書
で
納
付
し
て
い
た

だ
き
ま
す
。

　
４
月
か
ら
７
月
は
仮
に
算
定
さ
れ

た
保
険
料
額
の
徴
収
と
な
り
ま
す
の

で
、
今
回
決
定
す
る
年
額
保
険
料
額

か
ら
仮
徴
収
額
を
差
し
引
い
た
残
り

の
金
額
を
、
８
月
か
ら
３
月
の
８
回

に
分
け
て
納
付
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
納
付
に
は
便
利
な
口
座
振
替
を
ぜ

ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。　

低
所
得
者
の
人
に
対
す
る

介
護
保
険
料
の
減
免
に
つ
い
て

　
７
月
下
旬
か
ら
申
請
の
受
付
を
し

ま
す
。

対
象
と
な
る
人

（
次
の
全
て
に
該
当
さ
れ
る
人
）

・�

令
和
７
年
度
の
介
護
保
険
料
段
階

が
第
２
段
階
ま
た
は
第
３
段
階
の

人
・�

令
和
６
年
中
の
収
入
金
額
が 

１
０
０
万
円
以
下
の
人

　
（�

世
帯
員
が
一
人
増
え
る
ご
と
に

５０
万
円
加
算
）

・�

住
民
税
課
税
者
と
生
計
を
と
も
に

し
て
お
ら
ず
、
住
民
税
課
税
者
に

扶
養
さ
れ
て
い
な
い
人
（
健
康
保

険
の
扶
養
も
含
む
）

・�

世
帯
全
員
の
預
貯
金
の
合
計
が

　
３
５
０
万
円
以
下
の
人

　
（�

預
貯
金
に
は
、
国
債
・
生
命
保

険
の
返へ

ん
戻れ
い
金
な
ど
も
含
む
）

・�

居
住
用
以
外
の
不
動
産
を
活
用
し

て
も
生
活
が
困
窮
の
人

申
請
に
必
要
な
書
類

・�

令
和
７
年
度
納
入
通
知
書
（
７
月

下
旬
頃
送
付
）

・�

令
和
６
年
中
の
収
入
が
分
か
る
書

類
（
確
定
申
告
書
・
市（
町
）県
民

税
申
告
書
・
年
金
・
給
与
の
源
泉

徴
収
票
な
ど
）

・�

健
康
保
険
証

・�

預
金
通
帳
、
固
定
資
産
税
課
税
明

細
書
な
ど

減
免
額

　
減
免
が
承
認
さ
れ
た
場
合
は
、
申

請
月
以
降
の
保
険
料
を
第
１
段
階
と

同
額
の
保
険
料
に
減
額
し
ま
す
。
た

だ
し
、
８
月
末
ま
で
に
申
請
さ
れ
た

場
合
に
限
り
４
月
に
さ
か
の
ぼ
っ
て

保
険
料
を
減
額
し
ま
す
。

　
災
害
、
失
業
、
長
期
入
院
な

ど
特
別
な
事
情
に
よ
り
介
護
保

険
料
の
納
付
が
困
難
と
な
ら
れ

た
人
へ
の
減
免
は
、
佐
賀
中

部
広
域
連
合
業
務
課
（
☎
４０
・

１
１
３
５
）
で
随
時
ご
相
談
を

受
け
付
け
て
い
ま
す
。

　
国
の
重
点
支
援
交
付
金
事
業
と
し
て

令
和
６
年
度
に
所
得
税
、
個
人
住
民
税

の
定
額
減
税
を
し
き
れ
な
い
と
見
込
ま

れ
る
人
を
対
象
に
調
整
給
付
金
を
支
給

し
ま
し
た
が
、
本
来
給
付
す
べ
き
額
と

の
差
額
等
を
不
足
額
給
付
金
と
し
て
支

給
し
ま
す
。

対
象
者

・�

定
額
減
税
を
し
き
れ
ず
不
足
額
が
生

じ
た
人
（
不
足
額
給
付
Ⅰ
）

・�

定
額
減
税
や
低
所
得
世
帯
向
け
給
付

な
ど
の
い
ず
れ
も
対
象
と
な
ら
な

か
っ
た
人
（
不
足
額
給
付
Ⅱ
）

給
付
額　
給
付
金
の
額
は
個
人
ご
と
に

異
な
り
ま
す
。

手
続
方
法　
対
象
者
に
は
順
次
書
類
を

送
付
し
て
い
ま
す
の
で
、
必
要
事
項
を

記
入
い
た
だ
き
、
本
人
確
認
書
類
を
同

封
の
上
、
返
信
用
封
筒
に
て
返
送
し
て

く
だ
さ
い
。
ま
た
、
オ
ン
ラ
イ
ン
申
請

も
受
け
付
け
ま
す
。

支
給
時
期　
必
要
事
項
が
記
入
さ
れ
た

書
類
が
届
き
次
第
、随
時
支
給
し
ま
す
。

申
請
期
限　
１０
月
３１
日
㈮
（
必
着
）

定額減税不足額給付金のご案内
問 申  健康福祉課　☎37・6106

給
付
金
を
か
た
っ
た
詐
欺
に
注
意
！

　
給
付
金
を
か
た
っ
た
不
審
な
電
話

や
郵
便
物
や
メ
ー
ル
な
ど
を
受
け

取
っ
た
場
合
は
、
お
近
く
の
警
察
署

や
警
察
相
談
専
用
電
話
（
＃
９
１
１

０
）
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
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お知らせ

ひとり親家庭への手当や医療費の補助を行っています
問 申  こども家庭課　☎37・6107

※�児童…18歳に達してから最初の３月31日までの
間にある人

※�母子家庭の母、父子家庭の父…20歳未満の児童を
養育している人

　18歳に達してから最初の３月31日までの間に
ある児童（中度以上の障がいがある人は20歳未
満）がいる対象者に支給される手当です。

　自己負担する医療費から、月額500円/人を控除
した額を市が助成します。
※�支払った日（領収日）から１年を過ぎると請求で

きません。

次のいずれかに該当する場合は、手当
は支給されません。

・・請求者と同居家族の前年所得が一定額以上あるとき
・・請求者と児童が公的年金（老齢福祉年金を除く）を
　受けることができるとき
・・児童が父または母に支給される公的年金の額の加算
　対象となっているとき
※年金額が児童扶養手当より低い人は、その差額分の
　児童扶養手当を受給できます。

次のいずれかの状態にある児童を扶養
している父、母または養育者

次のいずれかに該当する人
（所得が一定の基準を超えない世帯）

・・父母が離婚した児童

・・父または母が死亡、または生死不明である児童

・・父または母が重度の障がいがある児童

・・父または母が１年以上拘禁されている児童

・・父または母から１年以上遺棄されている児童

・・父または母が裁判所からDV保護命令を受けた児童

・・婚姻によらないで生まれた児童

・・母子家庭の母とその養育する児童

・・父子家庭の父とその養育する児童

・・父母のない児童

ひとり親家庭等医療費助成事業児童扶養手当

対象者 対象者

支給制限 残りの金額を
市が助成します

自己負担金500円

医療機関で
支払った医療費

対象者には個別に通知します

　提出がない場合、11月以降の児童扶養手当は差し止
めになり、医療費助成は９月診療分以降の助成ができな
くなります。届出・申請に必要な書類を確認し、必ず期
間内に提出してください。

「児童扶養手当の現況届」「ひとり親家庭等 
医療費受給資格更新手続き」が始まります 受付場所　こども家庭課（西館１階）

受付期間　８月１日（金）〜 29日（金）
受付時間　平日８時30分～17時15分

〈夜間受付〉８月28日（木）は20時まで
〈休日受付〉�８月24日（日）は９時から
　　　　　 12時まで
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お知らせ

特
別
障
害
者
手
当

　
20
歳
以
上
で
、
著
し
く
重
度
の
障
が

い
状
態
に
あ
る
た
め
、
日
常
生
活
で
常

時
特
別
の
介
護
を
必
要
と
す
る
障
が
い

者
本
人
に
支
給
さ
れ
ま
す
。

手
当
額

　
月
額　
２
９
、５
９
０
円

　
（�

２
、
５
、
８
、
11
月
の
年
４
回
に

分
け
て
支
給
）

支
給
制
限

　
世
帯
の
所
得
が
一
定
額
以
上
あ
る
場

合
や
、
施
設
に
入
所
し
て
い
る
場
合
、

ま
た
は
病
院
（
診
療
所
）に
継
続
し
て

３
カ
月
以
上
入
院
し
た
場
合
は
支
給
さ

れ
ま
せ
ん
。

障
害
児
福
祉
手
当

　
20
歳
未
満
で
、
重
度
の
障
が
い
状
態

に
あ
る
た
め
、
日
常
生
活
で
常
時
介
護

を
必
要
と
す
る
障
が
い
児
本
人
に
支
給

さ
れ
ま
す
。

手
当
額

　
月
額　
１
６
、１
０
０
円

　
（�
２
、
５
、
８
、
11
月
の
年
４
回
に

分
け
て
支
給
）

支
給
制
限　

　
世
帯
の
所
得
が
一
定
額
以
上
あ
る
場

合
や
、
障
が
い
児
本
人
が
公
的
年
金
を

受
け
ら
れ
る
場
合
、
ま
た
は
施
設
に
入

所
し
て
い
る
場
合
は
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。

特
別
児
童
扶
養
手
当

　
20
歳
未
満
で
、
身
体
や
精
神
に
中
度
以
上
の
障
が
い

が
あ
る
児
童
の
父
も
し
く
は
母
、
ま
た
は
父
母
に
代

わ
っ
て
児
童
を
養
育
し
て
い
る
人
に
支
給
さ
れ
ま
す
。

　
障
が
い
状
況
に
応
じ
て
１
級
、
２
級
に
認
定
さ
れ
ま

す
。
受
給
資
格
が
認
定
さ
れ
る
と
、
申
請
月
の
翌
月
分

か
ら
手
当
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

手
当
額
（
児
童
１
人
に
つ
き
）

・
１
級　
月
額　
５
６
、８
０
０
円

・
２
級　
月
額　
３
７
、８
３
０
円

　
（�

４
、
８
、
1１
月
の
年
３
回
に
分
け
て
支
給
）

支
給
制
限

　
受
給
者
の
所
得
が
一
定
額
以
上
あ
る
場
合
や
、
障
が

い
児
本
人
が
公
的
年
金
を
受
け
ら
れ
る
場
合
、
ま
た
は

児
童
福
祉
施
設
（
保
育
所
、
通
園
施
設
を
除
く
）
に
入

所
し
て
い
る
場
合
は
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。

障がいがある人のための手当をご存じですか
問 申  高齢障がい支援課　☎37・6108

 所得状況届の提出を忘れずに！
　現在、特別障害者手当、障害児福祉手当や
特別児童扶養手当を受給されている人は、８
月に所得状況届を提出する必要があります

（前年に引き続き所得制限限度額により支給
停止となる人は、届け出の必要はありません）。
　対象者には、お知らせを送付します。

※�届け出がない場合、８月分以降の手当を受
けることができなくなりますので、ご注意
ください。

　
妊
娠
中
に
歯
周
病
が

重
症
化
す
る
と
、
早
産

や
低
体
重
児
出
産
の
リ

ス
ク
が
高
く
な
り
ま
す
。 

安
心
し
て
出
産
の
日
を

迎
え
る
た
め
に
出
産
前

に
歯
科
健
診
を
受
け
ま

し
ょ
う
。

対
象
者　
令
和
７
年
４

月
１
日
以
降
に
母
子
健

康
手
帳
の
交
付
を
受
け

た
人

無
料
券
の
配
布
方
法　

妊
娠
届
出
時
に
無
料
券

を
発
行
し
ま
す
。
妊
娠

届
時
に
発
行
で
き
な

か
っ
た
人
に
は
郵
送
し

ま
す
。

受
診
方
法　
指
定
歯
科

医
院
で
の
個
別
健
診

　
難
聴
の
早
期
発
見
に

よ
り
、
適
切
な
治
療
や

支
援
に
つ
な
げ
る
こ
と

を
目
的
に
、
お
お
む
ね

生
後
３
日
以
内
に
実
施

す
る
、
新
生
児
聴
覚
検

査
の
費
用
の
一
部
を
助

成
し
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ

検
査
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

対
象
者　
令
和
７
年
４

月
１
日
以
降
に
生
ま
れ

た
新
生
児
の
保
護
者

助
成
額　
３
、０
０
０
円

対
象
の
検
査　
初
回
の

検
査
（
た
だ
し
保
険
適

用
や
再
検
査
は
除
外
）

助
成
方
法　
医
療
機
関

で
支
払
っ
た
領
収
書
な

ど
を
持
参
し
、
申
請
し

て
く
だ
さ
い
。
後
日
指

定
の
口
座
へ
助
成
金
を

振
り
込
み
ま
す
。

※�

詳
細
は
、
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
ま
た
は
対
象

者
に
配
布
す
る
チ
ラ

シ
で
ご
確
認
く
だ
さ

い
。

　　　　�妊婦歯科健診が無料で
１回受診できます

問  こども家庭課　☎37・6107

　　　　�新生児聴覚検査費用の
一部助成を始めます
問 申  こども家庭課　☎37・6107

７月
スタート

７月
スタート
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教育要覧「小城市の教育」を
作成しました

問  教育総務課　☎37・6130

　
教
育
委
員
会
に
お
け
る
前
年
度

の
事
業
実
績
お
よ
び
今
年
度
の
事

業
に
つ
い
て
、
５
つ
の
基
本
方
針

に
分
け
て
概
要
を
収
録
し
た
令
和

７
年
度
の
教
育
要
覧
「
小
城
市
の

教
育
」
を
作
成
し
ま
し
た
。

　
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て

い
ま
す
の
で
、
小
城
市
の
教
育
行

政
を
ご
理
解
い
た
だ
く
た
め
の
資

料
と
し
て
、
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

詳
細
は
こ
ち
ら

　
夏
休
み
期
間
は
、
気
持
ち
の
ゆ
る

み
か
ら
不
規
則
な
生
活
に
な
り
が
ち

で
す
。

　
子
ど
も
が
楽
し
く
規
則
正
し
い
生

活
を
送
れ
る
よ
う
、
家
族
み
ん
な
で

次
の
こ
と
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

早
寝
・
早
起
き
・
朝
ご
は
ん
・
毎
日

の
あ
い
さ
つ
な
ど
の
基
礎
的
な
生
活

習
慣
を
身
に
つ
け
ま
し
ょ
う

・�

食
生
活
の
リ
ズ
ム
を
し
っ
か
り
保

ち
ま
し
ょ
う
。

・�「
お
は
よ
う
」 「
い
っ
て
き
ま
す
」

「
い
た
だ
き
ま
す
」
な
ど
の
あ
い

さ
つ
や
「
あ
り
が
と
う
」
の
感
謝

の
気
持
ち
を
大
切
に
し
ま
し
ょ
う
。

読
書
や
ス
ポ
ー
ツ
に
取
り
組
み
ま

し
ょ
う

　
図
書
館
や
体
育
館
施
設
を
利
用
し
、 

読
書
や
ス
ポ
ー
ツ
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

野
外
に
出
か
け
自
然
と
親
し
み
ま

し
ょ
う

　
八
丁
グ
リ
ー
ン
パ
ー
ク
や
干
潟
体

験
施
設
な
ど
を
利
用
し
、
自
然
と
親

し
み
、
楽
し
い
思
い
出
を
つ
く
り
ま

し
ょ
う
。

※�
場
所
な
ど
の
詳
細
は
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

家
族
で
過
ご
す
時
間
を 

つ
く
り
ま
し
ょ
う

　
第
３
日
曜
日
は

「
家
庭
の
日
」
で

す
。
親
子
で
楽
し

く
過
ご
し
ま
し
ょ

う
。

携
帯
電
話
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利

用
す
る
際
は
、
ル
ー
ル
を
決
め
ま

し
ょ
う

・�

家
族
み
ん
な
で
話
し
合
っ
て
「
わ

が
家
の
ス
マ
ホ
ル
ー
ル
」
を
作
成

し
ま
し
ょ
う
。

・�

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
介
し
た
ト
ラ

ブ
ル
や
事
件
に
ま
き
こ
ま
れ
な
い

よ
う
、
家
庭
や
地
域
で
大
人
が
見

守
り
、
困
っ
た
と
き
に
子
ど
も
が

相
談
し
や
す
い
関
係
を
つ
く
り
ま

し
ょ
う
。

　
ま
た
、
夏
休
み
を
迎
え
る
こ
と
で

好
奇
心
や
解
放
感
な
ど
が
高
ま
り
ま

す
。
飲
酒
・
喫
煙
・
薬
物
乱
用
や
深

夜
徘
徊
な
ど
に
つ
な
が
る
付
き
合
い

や
、
夜
間
に
子
ど
も
一
人
で
公
園
や

コ
ン
ビ
ニ
な
ど
へ
の
外
出
を
し
な
い

よ
う
に
見
守
り
ま
し
ょ
う
。　

有意義な夏休みを過ごしましょう
問  青少年育成市民会議事務局（生涯学習課内）　☎７２・１６１６

「早寝・早起き・朝ごはん」
ポスターコンクール作品募集
問  生涯学習課（ドゥイング三日月内）　☎72・1616

募
集
内
容

　
「
早
寝
・
早
起
き
・
朝
ご
は
ん
」

の
大
切
さ
を
表
現

し
た
ポ
ス
タ
ー

対
象
者

　
市
内
在
住
の
小
・
中
学
生
で
、

一
人
１
点
の
応
募
と
し
ま
す
。

規
格

・�

呼
び
か
け
の
言
葉
や
キ
ャ
ッ
チ

フ
レ
ー
ズ
を
入
れ
る
こ
と

・�

八
つ
切
り
の
画
用
紙
（
縦
横
自

由
）、
画
材
は
自
由

募
集
期
限

　
９
月
１２
日
㈮

応
募
先　

�
通
学
し
て
い
る
学
校

※�

市
外
の
学
校
に
通
学
し
て
い
る

人
は
生
涯
学
習
課
へ
提
出

賞
・
表
彰

　
入
選
作
品
は
１０
点
で
、
１１
月
に

入
選
者
に
通
知
し
ま
す
。

　

小
城
市
教
育
委
員
会
教
育
長

「
子
ど
も
表
彰
」（
１２
月
開
催
）
に

お
い
て
表
彰
し
、
賞
状
と
副
賞
を

贈
り
ま
す
。

　
入
選
作
品
は
ポ
ス
タ
ー
に
し
、

公
共
施
設
に
掲
示
し
ま
す
。

詳
細
は
こ
ち
ら
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「
本
人
通
知
制
度
」
と
は

　
住
民
票
の
写
し
や
戸
籍
謄
抄
本

な
ど
を
、
本
人
の
代
理
人
や
第
三

者
に
交
付
し
た
と
き
に
、
本
人
に

対
し
て
交
付
の
事
実
を
通
知
す
る

制
度
で
す
。

　
こ
の
制
度
は
、
第
三
者
に
よ
る

不
正
請
求
を
抑
止
し
、
個
人
の
権

利
の
侵
害
を
防
止
す
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
い
ま
す
。

　
通
知
を
希
望
さ
れ
る
人
は
、
事

前
の
登
録
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。

登
録
で
き
る
人

　
市
に
住
民
登
録
ま
た
は
本
籍
が

あ
る
人

　
（
除
籍
さ
れ
た
人
な
ど
、
小
城

市
の
戸
籍
に
記
載
さ
れ
て
い
る
人

を
含
み
ま
す
）

※�

同
一
世
帯
、
同
一
戸
籍
で
あ
っ

て
も
個
人
単
位
の
申
し
込
み
と

な
り
ま
す
。

通
知
の
対
象
と
な
る
証
明
書

・
住
民
票
の
写
し

　
（�

除
票
を
含
む
）

・
住
民
票
記
載
事
項
証
明
書

　
（
除
票
を
含
む
）

・
戸
籍

　
（�

除
籍
・
改
製
原
戸
籍
を
含
む
）

・
戸
籍
の
附
票

　
（�

除
附
票
・
改
製
原
附
票
を
含

む
）

通
知
す
る
内
容

・
証
明
書
を
交
付
し
た
年
月
日

・
証
明
書
の
種
別
・
枚
数

・�

交
付
請
求
者
（
代
理
人
・
第
三

者
）
の
区
別

※�

交
付
請
求
し
た
代
理
人
お
よ
び

第
三
者
の
氏
名
・
住
所
は
通
知

で
き
ま
せ
ん
。

受
付
場
所

・
市
民
課

・
市
民
課
各
出
張
所

登
録
に
必
要
な
も
の

・
事
前
登
録
申
込
書

　

�

市
民
課
・
市
民
課
各
出
張
所
で

配
付
し
て
い
る
ほ
か
、
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
で
き
ま
す
。

・
本
人
確
認
書
類

　

�

窓
口
に
来
る
人
の
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド（
個
人
番
号
カ
ー

ド
）、運
転
免
許
証
、パ
ス
ポ
ー

ト
、
在
留
カ
ー
ド
、
特
別
永
住

者
証
明
書
、
健
康
保
険
証
、
年

金
手
帳
、
年
金
証
書
な
ど

・
委
任
状（
代
理
人
の
場
合
の
み
）

　

�

未
成
年
者
は
、
親
権
者
が
申
し

込
む
こ
と
が
で
き
ま
す
が
、
関

係
の
分
か
る
戸
籍
が
必
要
で

す
。（
本
籍
が
小
城
市
の
場
合
、

省
略
可
）

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
は

こ
ち
ら
か
ら

「本人通知制度」を利用しませんか
問  市民課　☎37・6100

①登録申し込み

⑤本人通知

②登録決定通知

本人（登録者） 代理人・第三者市役所
③交付請求

④交付

個
別
相
談
会
（
予
約
優
先
）

　
下
水
道
へ
の
接
続
（
排
水
設
備
）
や
、
浄
化

槽
の
設
置
・
帰
属
に
関
す
る
疑
問
や
お
悩
み
な

ど
に
お
答
え
す
る
個
別
相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。

日
時　
８
月
２３
日
㈯
、
２４
日
㈰

　
９
時
～
１２
時

※�

相
談
さ
れ
た
人
に
は
、粗
品
を
進
呈
し
ま
す
。

場
所　
ゆ
め
ぷ
ら
っ
と
小
城

　
１
階　
ギ
ャ
ラ
リ
ー

・�

下
水
道
に
接
続
し
た
い
け
ど
、
ど
う
す
れ
ば

い
い
か
分
か
ら
な
い

・�

住
ん
で
い
る
場
所
が
市
営
浄
化
槽
区
域
か
下

水
道
区
域
か
知
り
た
い

・�

市
営
浄
化
槽
を
設
置
す
る
際
の
手
続
き
に
つ

い
て
知
り
た
い

・�

浄
化
槽
を
帰
属
（
市
に
寄
附
）
す
る
際
の
手

続
き
に
つ
い
て
知
り
た
い　
な
ど

　
下
水
道
や
浄
化
槽
に
つ
い
て
少
し
で
も
疑
問

に
思
う
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
ら
気
軽
に
ご
参
加

く
だ
さ
い
。

　
予
約
さ
れ
る
場
合
は
、
下
水
道
課
ま
で
電
話

で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

パ
ネ
ル
展
示

　
個
別
相
談
会
に
併
せ
て
、
下
水
道
や
浄
化
槽

の
役
割
や
仕
組
み
、
各
市
町
の
マ
ン
ホ
ー
ル
の

紹
介
パ
ネ
ル
を
展
示
し
ま
す
。

日
時　
８
月
２３
日
㈯
～
３１
日
㈰

　
８
時
３０
分
～
２２
時

場
所　
ゆ
め
ぷ
ら
っ
と
小
城

　
１
階　
ギ
ャ
ラ
リ
ー

下水道・浄化槽に関する個別相談会を開催します
問 申  下水道課　☎３７・６１２２
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小
城
市
に
ゆ
か
り
が
あ
り
、

ア
ー
ト
活
動
を
さ
れ
て
い
る
皆
さ

ん
の
作
品
を
紹
介
す
る「
空・創・

感
」
を
開
催
し
ま
す
。
そ
の
な
か

で
、
夏
休
み
特
別
企
画
と
し
て
参

加
型
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
催
し

ま
す
。
子
ど
も
が
楽
し
め
る
体
験

プ
ロ
グ
ラ
ム
で
す
。

期
間

　
７
月
2０
日
㈰
～
８
月
３１
日
㈰

　
９
時
～
１７
時

※
月
曜
日
、
８
月
１２
日
㈫
は
休
館

場
所

　

�

歴
史
資
料
館　
企
画
展
示
室
・

ガ
ラ
ス
の
壁
ギ
ャ
ラ
リ
ー

　
（
桜
城
館　
２
階
）

入
場
料　
無
料

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ 

日
時

・
水
鉄
砲
で
遊
ぼ
う

　
８
月
１０
日
㈰　
10
時
〜
12
時

・�

肥
前
狛
犬
と
遊
ぼ
う

　
８
月
２３
日
㈯　
10
時
〜
12
時

場
所　
歴
史
資
料
館　
研
修
室

　
（
桜
城
館　
２
階
）

対
象
者　
小
学
生

定
員　
各
10
人

申
込
方
法　
電
話
に
て
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

空
くう

・創
そう

・感
かん

 −現代を描く郷土の表現者たち−
８thを開催します

問 申  文化課（桜城館 ２階）　☎71・1132

　
戦
後
８０
年
目
を
迎
え
る
今
年
も
、 

友
好
姉
妹
都
市
・
鹿
児
島
県
南
九

州
市
に
あ
る
知
覧
特
攻
平
和
会
館

が
所
蔵
す
る
貴
重
な
資
料
を
お
借

り
し
て
、
平
和
祈
念
特
別
パ
ネ
ル

展
を
開
催
し
ま
す
。

　
平
成
４
年
に
小
城
町
と
知
覧
町

が
「
蛍
」
の
ご
縁
か
ら
交
流
を
は

じ
め
、今
年
で
３３
年
を
迎
え
ま
す
。

（
平
成
20
年
に
小
城
市
と
南
九
州

市
は
友
好
姉
妹
都
市
提
携
を
結
ん

で
1７
年
に
な
り
ま
す
）

　
多
く
の
特
攻
隊
員
の
ご
遺
徳
を

偲
び
、
恒
久
の
平
和
を
祈
念
し
た

い
と
思
い
ま
す
。

　
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ

い
。

日
時　
８
月
８
日
㈮
～
１８
日
㈪

　
８
時
30
分
～
22
時

場
所　
ゆ
め
ぷ
ら
っ
と
小
城

　
１
階　
ギ
ャ
ラ
リ
ー

友好姉妹都市連携事業
平和祈念特別パネル展を開催します

問  企画政策課　☎37・６１１５

　
多
く
の
皆
さ
ん
の
参
加
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

期
日　
１０
月
２６
日
㈰　
雨
天
決
行

※�

雷
や
警
報
発
令
時
な
ど
は
、
中
止

す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

場
所　
ム
ツ
ゴ
ロ
ウ
公
園

　
　
　
（
芦
刈
海
岸
周
辺
）

参
加
料

【
駅
伝
】　
３
、０
０
０
円
／
チ
ー
ム

【
ロ
ー
ド
レ
ー
ス
】

・
小
学
生
、
中
学
生
、

　
ジ
ョ
ギ
ン
グ�

　
７
０
０
円

※
就
学
前
の
幼
児
は
無
料
で
す
。

・
高
校
生�

　
１
、５
０
０
円

・
一
般�

　
２
、５
０
０
円

※�

納
入
さ
れ
た
参
加
料
は
お
返
し
で

き
ま
せ
ん
。

申
込
方
法

　
参
加
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入

の
上
、
郵
便
局
で
参
加
料
を
入
金
し

て
い
た
だ
く
か
、
参
加
申
込
書
に
参

加
料
を
添
え
て
芦
刈
公
民
館
へ
持
参

し
て
く
だ
さ
い
。

申
込
期
限

・
ロ
ー
ド
レ
ー
ス
・
駅
伝

い
ず
れ
の
競
技
も
９
月
１２
日
㈮

※
郵
便
は
当
日
消
印
有
効

※
駅
伝
は
先
着
50
チ
ー
ム

第３8回 小城市芦刈ムツゴロウロードレース大会の参加者を募集します
問 申  小城市芦刈ムツゴロウロードレース大会実行委員会事務局（芦刈公民館内）　☎３７・６１４０

区分 種目 スタート 対象者

１ 駅伝
（２㎞×５区間） １0：00 小学生・一般女子・

一般（男女混成可）

２
10㎞コース １1：10

一般男子
（高校生以上）

３ 一般女子
（高校生以上）

４
２㎞コース １1：15

小学生男子
（小学４～６年生）

５ 小学生女子
（小学４～６年生）

６
３㎞コース １1：20

中学生男子
（中学１～３年生）

７ 一般女子
（中学生以上）

８
５㎞コース １１：20

一般男子
（中学生以上）

９ 壮年男子
（40歳以上）

10 ２㎞
ジョギング １2：15 年齢制限なし

（先着500人）
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お知らせ

　
今
年
は
戦
後
８０
年
を

迎
え
ま
す
。
館
蔵
の
戦

時
資
料
を
紹
介
し
、
戦

争
の
悲
惨
さ
や
、
戦
時

下
の
人
々
の
暮
ら
し
を

紹
介
し
ま
す
。

期
間　
～
８
月
３１
日
㈰

　
９
時
～
１７
時

※�

月
曜
日
、
８
月
１２
日

㈫
は
休
館

場
所　
歴
史
資
料
館

　
常
設
展
示
室

　
（
桜
城
館　
２
階
）

入
場
料　
無
料

小城市立歴史資料館テーマ展
「小城の戦時資料」を開催中です

問  文化課（桜城館 ２階）　☎71・1132

　

梧
竹
の
自
作
詩
を

「
書
に
対
す
る
思
い
」 

「
旅
情
」 「
故
郷
へ
の
思

い
」 「
別
離
」 「
心
境
」

に
分
け
て
展
示
し
て
い

ま
す
。
自
作
詩
に
込
め

ら
れ
た
梧
竹
の
思
い
を

ぜ
ひ
ご
鑑
賞
く
だ
さ
い
。

期
間　
～
８
月
３１
日
㈰

　
９
時
～
１７
時

※�

月
曜
日
、
８
月
１２
日

㈫
は
休
館

場
所

　
中
林
梧
竹
記
念
館

　
（
桜
城
館　
２
階
）

入
場
料　
２
０
０
円

�

（
大
学
生
以
下 

無
料
）

令和７年度収蔵品展「吾が書は
是我書なり」を開催中です

問  文化課（桜城館 ２階）　☎71・1132

▲「姑蘇城外泊孤」
　57歳

住民基本台帳の写しの閲覧状況の公表
問  市民課　☎37・6100

　住民基本台帳法第11条第３項および第11条の２第12項の規定により、令和６年度住民基本台帳の一部の写し
の閲覧状況を公表します。
◆住民基本台帳法第11条の２第12項の規定に基づく公表（個人や法人の申出によるもの）

申出者の氏名
（法人の場合はその名称および
代表者または管理人の氏名)

請求事由の概要 閲覧の
年月日 閲覧に係る住民の範囲

一般社団法人中央調査社
会長　境克彦

NHKによる「2024年全国放送サービス接触
動向調査（テレビ・ラジオなどがどのように
見聞きされているかをおたずねする調査）」

令和６年
５月21日

小城町岩蔵の７歳以上の
日本人男女15人

一般社団法人中央調査社
会長　境克彦

内閣府大臣官房政府広報室による
「社会意識に関する世論調査」

令和６年
７月25日

小城町の満18歳以上の
日本人男女13人

株式会社日本リサーチセンター
代表取締役社長　杉原領治

日本銀行情報サービス局による「生活意識に
関するアンケート調査（第100回）」

令和６年
８月22日

小城町畑田、小城町晴気の
20歳以上の男女15人

一般社団法人中央調査社
会長　境克彦

内閣府大臣官房政府広報室による
「基本的法制度に関する世論調査」

令和６年
９月18日

小城町畑田の満18歳以上の
日本人男女13人

一般社団法人中央調査社
会長　境克彦

農林水産省消費・安全局による
「令和６年度　食育に関する意識調査」

令和６年
10月９日

小城町晴気の満20歳以上の
日本人男女22人

一般社団法人中央調査社
会長　境克彦

日本宝くじ協会による
「宝くじに関する世論調査」

令和７年
１月30日

小城町松尾の満18歳以上の
日本人男女23人

株式会社日本リサーチセンター
代表取締役社長　杉原領治

日本銀行情報サービス局による「生活意識に
関するアンケート調査（第102回）」

令和７年
２月17日

三日月町樋口の20歳以上の
男女15人

▲乳児用砂糖配給簿
　（昭和17年）
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お知らせ

（６月入札分で予定価格が1,000万円を超えるもの）� （単位：円、％）

工事名等 指名業者等 落札業者 落札決定額�
(うち消費税相当額)

予定価格�
(うち消費税相当額) 落札率 入札執行課

令和７年度
市道鷺ノ原寺浦線配水管
布設替工事

㈱田中丸設備、㈱中部ガス
㈱鮎川電工、㈱久保建設
水田建設㈱

㈱久保建設
13,640,000
(1,240,000)

13,937,000
(1,267,000)

97.87

財政課
☎37・61１７

令和６年度(繰越)
小城公共下水道事業
西小路・畑田第１号管渠布設工事

㈱政工務店、西岡建設㈱、㈱大義建設
㈱下村建設、㈱城南建設、㈱エグチ・ビルド
㈱久保建設、岡本建設㈱、㈱中島工務店

㈱大義建設
57,805,000
(5,255,000)

58,432,000
(5,312,000)

98.93 

令和７年度
小城公共下水道事業
小城舗装復旧第１号工事

㈱政工務店、㈱城南建設
岡本建設㈱、㈱中島工務店

㈱中島工務店
13,530,000
(1,230,000)

13,739,000
(1,249,000)

98.48

令和７年度
牛津公共下水道事業
牛津舗装復旧第１号工事

㈱政工務店
17,105,000
(1,555,000)

17,402,000
(1,582,000)

98.29

令和７年度
芦刈特定環境保全公共下水道事業
芦刈舗装復旧第１号工事

岡本建設㈱
11,000,000
(1,000,000)

11,187,000
(1,017,000)

98.33

令和７年度
芦刈特定環境保全公共下水道事業
芦刈舗装復旧第２号工事

㈱城南建設
13,310,000
(1,210,000)

13,552,000
(1,232,000)

98.21

令和７年度
寒気本山線配水管布設替工
事(その２)設計業務委託

㈱シード、九州技術開発㈱
㈱親和コンサルタント、㈱九州構造設計
新栄地研㈱、九州水工設計㈱
西日本総合コンサルタント㈱

㈱九州
構造設計

9,178,000
(834,363)

11,473,000
(1,043,000)

80.00

令和７年度
廃棄物中継施設整備に伴う
実施設計業務

㈱三原建築設計事務所、㈱坂本設計事務所
㈱枝吉春喜建築設計事務所
㈱渋江建築設計事務所
佐賀県建築士事務所協同組合
平野建築設計事務所、㈱原田設計
㈱石橋建築事務所

㈱坂本設計
事務所

38,500,000
(3,500,000)

43,238,800
(3,930,800)

89.04

入札結果を公表します
問  財政課　☎３７・６１１７

入
札
結
果
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
公
表
し
て
い
ま
す
。

市では災害時において、防災行政無線のほかに下記の方法で
情報配信を行っています。市民の皆さんの登録をお願いします。

気象警報や避難情報などの「災害情報」の提供を行います。
詳細は、防災対策課（ ☎37・6119 ）までお問い合わせください。

メール・電話・FAXを使った災害情報配信サービスを行っています。

防災行政無線の放送が聞こえなかった場合、放送から
３時間以内であれば電話で聞き直すことができます。

小城市防災行政無線が聞こえなかったら・・・

メールのみの場合は、下記のアドレスに空メールを送って登録できます。

☎73・9238

　 bousai.ogi-city@raiden2.ktaiwork.jp

利用するには
登録が必要です

災害への備え！！

全国消防
イメージ
キャラクター
「消太」

市LINE公式アカウントで、防災行政無線の放送内容を確認できます。

こちらからも登録できます▶

※友だち追加後にメニューの「受信設定」から「防災行政無線」を選択してください。
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